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第53回体育大会

スローガン候補

[テーマ]

1990年代最後の、思い出に残る体育大会にしよう! 

(1)聖獣降臨 ～聖なる大地で我らの力を～

* 多くの生徒の力が団結して、一匹の聖獣となります。競技に挑む一人一人の

生徒に、その聖獣の団結の力が更なる力を引き出してくれることでしょう、
という意味が込められています。

(2)聖獣聖戦 ～今、四つの嵐が吹き荒れる～

* 四つの団の各聖獣達が、戦いの中で嵐を起こすように、全員が心を一つにし

て、盛り上がりのある体育大会にしたいからです。

(3)勝利の光を求めて ～今、新たな伝説が刻まれる～

* 各団が優勝を目指して一生懸命頑張ることで、奥中の新しい歴史が生まれる

と思うからです。

(4)疾風怒涛 ～歴史に刻む熱き激戦～

* 荒れ狂う波と戦う航海のように、戦いは何が起こるかわからない、津波とな

って襲いかかる敵を打ち破り、歴史に刻まれる熱き激戦を繰り広げよう、と
いう意味が込められています。









デコレーション・プラン 









採点規定について 

 

1. レガッタの得点差を少なくしてほしい。（青） 

2. デコレーションの得点を上げてほしい。（青・白） 

3. PTA 来賓レースの応援点数を下げてほしい、又はなくしてほしい。

（青） 

4. リレーの点数をあげてほしい。（青・黄） 

5. 学年競技の配点を下げてほしい。（青） 

6. 持久走の配点を上げてほしい。（青） 

7. 前日までの取り組みの配点を上げてほしい。（青） 

8. 持久走の新記録がでた場合、加点してほしい。（黄） 

9. 学年競技と綱引きの点差を少なくしてほしい。（黄） 

10. 学年競技の点数の幅をせまくしてほしい。（白） 

11. 応援合戦の点数を上げてほしい。（白） 

12. 綱引きの得点差を少なくしてほしい。（青） 

13. ２年連続最下位なのでハンデがほしい。（青） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

wakaba 
9頁・10頁: 採点規定について

　該当頁が入手出来なかった(奥中CD99未収録)ため、ほぼ同じ内容の別文書を使用。









第５３回体育大会 

 

採点規定 

 

＜競技の部＞ 

 １位 ２位 ３位 ４位 
５位以

下 

１０位以

下    

失格 

１００ m 走 ６ ４ ３ ２ １  －１ 

リレー ５０ ３０ ２０ １０    

学年競技 
１５

０ 
９０ ６０ ３０    

綱引き 
１５

０ 
９０ ６０ ３０    

持久走 ２０ 14 11 8 5 3  

レガッタ 100 60 40 20    

□ 100m 走、リレー、持久走において新記録がでた場合１０点をプラスする。 

□ レガッタは、今年から距離が変わるので新記録がでた場合の加点はありません。 

□ 100m 走の減点はフライングを３回した場合、まじめに走っていないものとする。 

 

 

＜デコレーションの部＞ 

☆採点基準   

      の項目で全団に賞を与える。 

 

 

 

＜団体行動の部＞ 

集合状況・入場行進 ５ 声量 １０ 
開会式 

式態度・校歌 ５ 演技の態度 １０ 

準備体操 ５ 構成の工夫 １０ 

団体競技種目への取り組み方 １０ 団席との連携 １０ 

団席の態度 １０ 

応

援

合

戦 
全体の印象 １０ 

競技中の応援 １０ ＰＴＡ来賓レースでの応援 １０ 

デコレーション １０ 前日までの取り組み １０ 

 

  

アイデア 

美しさ 

調和 

１位…100 点 

２位… 80 点 

３位… 70 点 

４位… 60 点 



第５３回体育大会 

応援規定② 
１・練習期間と時間について 

①夏休み中の日程は以下のとおりにする。 

7/22,23,26,27,8/2~5,23~27,30 は、13:00~16:30 の間活動してよい。 

 

②２学期に入ってからは以下のとおりにする。 

9/1~4 は原則として放課後 18:00 までとする。 

１日は一般団員の練習…12:50 

    団役員の練習…17:45 まで団役員の練習とする。 

 

③朝練習は団役員のみ行ってもよい（期間は 9/1~4）時間は 7:20~8:00 とする。 

 

④９月にはいってからの部活動は自主トレ程度とし、体育大会関係の行事を優先する。 

 

⑤すべてにおいて練習時間の延長は認めない。 

 

２・応援の内容について 

中学生の品を傷つけないようにし、危険なことや派手なことはしない。 

 

①団役員の構成は以下のとおりにする。 

＊３年生…１０名 

＊ １・２年生…６名 

＊ 原則として実行委員は所属しないものとする。 

 

②服装・持ち物 

・体育服夏用、女子はハーフパンツとする。 

・ 女子のルーズソックスは自粛する。 

・ はちまき、たすき、手袋、笛、旗を使用してもよい。 

・ その他の持ち物は用紙に記入し、実行委員会の方へ提出する。実行委員会で 

 協議の上決定する。 

・ ペットボトルの使用を許可する。 

 

 

 

 



③練習場所 

☆学校の決められた場所でのみ行う。 

（１）練習場所は基本的に以下の通りとする。 

   朝練習…グランド南側 

   放課後…グランドの四隅をローテーションする。 

   雨天時…体育館＆東渡り廊下１・２Ｆ 

      なお、武道館が使用できるときは武道館も練習場所として使用する。 

 

            特別な伝達があった場合はそちらの指示を優先する。 

 

（２）荷物について 

・制服やカバンなどはすべて指定する場所（    ）におき、練習終了後は教室に 

 戻らない。 

 

３．応援合戦について 

①規定 

・応援合戦は、ドリル演奏後に行う。 

・各団の持ち時間は５分間とする。 

・減点の基準 

      ～４分５４    １点／２秒 

     ４分５５～５分０５ 減点無し 

      ５分０６～    １点／２秒 

      ５分ジャストの場合は５点加点する。 

 

４・デコレーションについて 

①鉄製の足場を使用する。 

②学校より支給するパネルに紙を張り、その上から書く。 

③デコレーション製作に使用する場所は１・２Ｆの東渡り廊下をそれぞれ二つ 

 に分けて使用する。 

④学校の器材・道具等は実行委員会に許可されたもの以外使用してはいけない。 

⑤デザインはパネルの面積よりはみ出してはいけない。 

 

５・応援の費用について 

①各団に 10,000 円とし、主にデコレーション等の器材の費用として使用する。 

②会計は各団のデコレーション長が受け持ち、購入したものはすべて領収書を 

 そろえ、収支を明確にしておく。 



③ポスターカラーや紙類、はけ・縄・針金・釘など各団共通に必要なも

のについては、学校より支給する。 

 

 

６・反省会について 

①反省会は体育大会の次の日が振替休日のため９／７に行う。 

 （各団役員、実行委員が参加する。） 

 

７・補則 

①実行委員会室は生徒会室（Ａ棟３Ｆ）とする。 

②小道具等はすべて実行委員会室においておく。 

③団練習前に貴重品等は必ず団顧問に預ける。 

④団長会議は各団長、副団長ならびに実行委員会で組織する。 

⑤リーダー研修会以降、各規定の細部については団長会議において決定

する。 

 

◎団席の配置について◎ 

  調整会議で検討した結果、昨年の総合優勝から順に団席の場所を選ぶこと

に決定した。 

＊今年度の団席の配置を以下に通りとする。 

 

 

 

 

 

  

本部 

麒麟 赤豹 白虎 青龍 


